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新年ご挨拶
一般財団法人大原記念財団 理事長 平子 健 

新年あけましておめでとうございます。 

私たち大原記念財団は、新たなスタートに立ち、初心を忘れず患者さんのために歩み

続けます。2018年は大原記念財団 126年の歴史の中で記念すべき年となりました。2018

年 1 月 1 日、大原綜合病院は待望の新病院棟において開院することになりました。 

2011 年 2 月に新生大原運動を開始し約 7 年、その目標を達成することが出来ました。 

この事業には多くの方々のご支援を頂きましたことを、私たちは忘れず地域医療に邁

進してまいります。新しく開院いたします新病院棟は急性期医療、救急医療の充実を図り、新鋭の放射線機器、

最新の手術室、HCUなど最新設備を整えました。 

子供と女性のフロアーや個室病室を多く作り入院時におけるより良い医療環境を確保致しました。加えて、

電子カルテシステムを導入し効率的な診療環境を整備いたしました。 

大原医療センターは内部の大改修を行い回復期リハビリ病棟と包括ケア病棟を持つ回復期病院として再生

いたしました。そして、医療センターは本院と密接な連携のもとに総合的な診療を進めることにいたしました。 

今、私達大原記念財団は、次のステップに進もうと行動を開始しました。私たちは福島県地域医療構想に沿

って地域連携を強化し、関連病院様、開業医の先生との関係をより強化して地域に役立つ病院として診療に当

たります。 

私たちは、地域医療を守るため職員一同、この行動に誇りを持ち働いてまいります。これからも、大原記念

財団に変わらぬご支援を賜りますようにお願い申し上げます。 

最後になりましたが先生方のご健勝をご祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。 

 

一般財団法人大原記念財団 副理事長兼統括院長 大原綜合病院 院長 佐藤 勝彦 

 新年おめでとうございます。登録医の皆様には良いお年をお迎えのこととお慶び申

し上げます。 

 本年 1 月 1 日新大原綜合病院が急性期の地域医療支援病院・解放型病院として開院

しました。開院と同時に人工透析治療が始まり、旧病院と医療センターから患者を移

送して入院医療も開始されました。1 月 4 日からは外来診療や救急診療も開始されま

す。1 月 9 日からは予定手術も始まり本格稼働いたします。システムが電子化された

ことで、登録医との連携診療が新たな形で発展していくことを期待しています。一方、大原医療センターは、

1 月 1 日から回復期の在宅医療支援病院としてリニューアルし再出発しました。入院は地域包括ケア病棟と

回復期リハビリテーション病棟の２病棟体制で、急性期治療が一段落し自宅へ戻るまでの回復期医療を提供

し、それと並行して外来診療を維持してケア病棟では亜急性期患者の入院診療を行います。さらに訪問看護

ステーションを充実させて在宅医療支援についても強化していきます。 

 病院医療は、社会問題に対応して可変的でなければなりません。少子化問題に対しては、安心して出産で

きる安全な周産期医療やいつでも対応可能な優しい小児医療、さらに高齢者の医療需要の増大に対しては、

救急や専門医療の充実のみならず精神科リエゾン医療や慢性期医療の充実が求められています。いつでも安

心して市民が受診できる総合医療を展開し「笑顔でずっと、くらしのまんなかで命を守る」を合言葉に街作

りにも貢献していきたいと思います。皆様からこれまで以上の患者紹介をお待ちしています。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。 



一般財団法人大原記念財団 大原綜合病院         森谷 浩史 

新年あけましておめでとうございます。旧年中は地域連携相談室の運営にご協力いただ

きありがとうございました。本年も引き続きよろしくお願いいたします。 

ご存知のように、本年 1 月 1 日、新病院が稼働開始しました。まさに新たな第一歩を踏

み出す記念すべき年となりました。 

老朽化した旧病院での職員の苦労が、新病院のさまざまな電子化・運用の工夫に反映さ

れています。結果として、先生方や地域の皆様へのより良い医療の提供につながるものと

確信しております。 

紹介受付では、先生方からのご依頼にできるだけ早く返事をさせていただきたいと、電子化を契機にさまざまな

工夫を考えました。まず、電話対応する職員がその場で患者さまの ID を作成し、電子カルテ上での予約ができます。

診療情報提供書などの文書作成も電子カルテ上で行えます。さまざまな公的ネットワークと連携していますので、

検査データや放射線画像の電子的提供の相談にも応じられます。 

病床運営では、ソーシャルワーカが新病院・新生の大原医療センター・先生方と今まで以上の円滑な情報共有を

行います。 

画像診断部門では、全国で 10番目の導入となる超高精細 CTと 3 テスラ MRIが稼働を開始しました。大原でしか

できない検査もラインナップしていますので、ぜひご利用ください。ご依頼は当室への電話一本で承ります。 

当室は地域の先生方と大原病院との連絡窓口でもあります。研修会予定なども引き続きご案内させていただきま

すので、ぜひご参加ください。 

本年も、職員一人一人が地域医療を支える一員としての自覚を持ってがんばりたいと思っております。ご指導・

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

一般財団法人大原記念財団 大原綜合病院 総看護部長兼副院長 清野 伊奈美 

新年明けましておめでとうございます。皆様には、良き新年をお迎えのことと

お喜び申し上げます。 

大原綜合病院 126年の歴史の中、ご活躍された皆様の熱き想いと地域の皆様の

期待の中で、平成 30年 1 月 1 日に新病院へ移設となります。 

新病院は大原綜合病院と大原医療センターの急性期機能が統合され、救急患者

への更なる対応を目的に。また、大原医療センターは、回復期医療機関として在

宅との架け橋となるべく役割と機能が分化されました。 

超少子高齢社会は県北医療圏内でも明らかで、この様な中、地域包括ケアシステム構築に向けて、私

達医療従事者の役割は重要です。 

予防・治療・在宅・精神医療と、それぞれの分野で専門性を発揮し、地域医療に貢献できるよう、皆

様と一緒に切磋琢磨し成長していきたいと思います。 

新病院では電子カルテ導入により、ハードとソフトの両面で新しい中でのスタートとなります。ご不

便をおかけする事のないよう頑張りたいと思います。ご指導の程よろしくお願いいたします。 

看護部の理念は「笑顔につなげる優しい看護」です。 

患者様・ご家族の方々・地域の皆様・そして職員が笑顔になれるよう、皆様方と一緒に歩んでいきた

いと思います。ご支援ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

大原記念財団職員行動規範 10 ヵ条 

私たちは、 

1. 医療安全を確立し、安心と信頼を獲得します。 

2. 命の尊厳を深く理解し、患者さまの権利を尊重します。 

3. 優しさを持ち、気づきの医療を実践します。 

4. 人間性豊かな医療人となるよう、常に自己研鑽します。 

5. 新しきことへの挑戦し、質の高い医療を創造します。 

6. 医療人としての誇りを持ち、如何なる時も最善を尽くします。 

7. 医療情報の共有と活用を促進し、得られた情報は厳格に管理します。 

8. 地域社会に支えられていることを認識し、医療連携を推進します。 

9. 相互に敬意を払い、連携を密にして組織的に行動します。 

10.未来への発展のために、健全経営を目指して努力します。 

 

 

大原記念財団の理念 

人を愛し、病を究める 

私たちは、すべての患者さまとご家族のために常に一歩先行く医療

を探究し、優しさを持って最善を尽くす医療を実践することにより、 

地域から信頼される病院を目指します。 
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